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本稿は，秋田大学教育文化学部附属中学校における，道徳の時間の計画・実施に関する

合理化の取り組みの事例を検討する．附中では，道徳部の教員を中心としながら，校内で

の道徳の授業実践を通じて得られた諸資料を，校内ＬＡＮを活用することで蓄積し共有し

ようと取り組んでいる．そしてこの取り組みにより，学校全体でより道徳の時間の授業改

善を図ろうとすることが，結果的には授業に関わる各教員の負担の軽減にもつながろうと

している．附中のこのような特徴ある取り組みからは，現在の学校において道徳の時間を

構築するための技術論的・方法論的な合理化の一方策が見出されるはずである．

キーワード：道徳の時間，道徳教育，授業改善，授業の合理的な計画と実施，校内ＬＡＮ

はじめに：問題の所在と本稿の目的

昭和33年度，戦後の新しい教育体制のもとで十数

年間実施されてきた全面主義道徳教育の方針が一部

改められ，小・中学校のカリキュラムに「道徳の時

間」が特設された．学校における教育活動すべてを

通じて行われる道徳教育を補充・深化・統合し，計

画的・発展的な指導を行う科目が期待された結果で

あった．しかし道徳の時間は「教科」とはされず，

道徳教育に専門の免許状も設定されなかった（周知

のように現在もそのままである)．というのは，そ

もそも道徳の時間を特設した時点では，道徳の時間

を当該学級の担任教員に指導きせることに積極的な

意義を認めていたからである．当時の｢文部省通達」

(昭和33年３月18日）では，この事情が次のように
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説明されている．

道徳の時間における指導は，学級を担任する教

師が行うものとする．これは児童，生徒の実態を

最もよく理解しているということ，道徳教育を全

教師の関心のもとにおくということ，また道徳教

育には，つねに教師と児童，生徒がともに人格の

完成を目ざして進むという態度がきわめてたいせ

つであるということなどによるものである．（海

後・清水編1966,173）

かくして現在の公立小・中学校では，教員がある

学級の担任になるということは，同時にとりもなお

さず当該学級における道徳の時間を担当することを

意味している．教員はそれぞれに担任する学級の児

童・生徒に日頃から密に接触することを通じて，当

の児童・生徒と学級を十分に理解し，そのうえで児

童・生徒およびその学級にとってもっともふさわし

い道徳の時間を作りあげることができると考えられ

ている．また小・中学校のほぼすべての教員にとっ

て，みずからが担任する学級における道徳の時間上

の結びつきから，たしかに道徳教育に対する関心が
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否応なく引き起こされることも期待される．

ただし現行の道徳の時間の実施システムには，以

上とは異なるネガティブな側面も指摘できる．たと

えば小・中学校の教員養成の課程では，学生の誰も

が道徳教育について学ぶ一方で，道徳教育の免許状

が設定されているわけではない．このことにより，

道徳を専門とし，結果的には所属学校における道徳

教育のリーダーとなりうるような教員が育つことは

きわめてまれである．また道徳の時間は，「学校教

育法施行規則」上，週１時間・年間35時間の実施と

定められている．したがって道徳の時間については，

とくに教科担任制をとる中学校において教員が専門

の免許状を有する教科の場合とは異なり，同一内容

を複数学級で実践し，質を上げていくこともできな

い．（教科担任制をとる小学校高学年でも同様の事

情が考えられる.）すなわち道徳の時間は，担当す

る教員のほとんどが専門家とはいえない授業('１を，

つねに一回限りで実施してゆくという特質をもたざ

るをえない．

まして現在の社会情勢においては学校教育に

対して世間からの学力向上への関心が高まる一方

である．そしてこの事情も理由となってか，学校

教員の日常業務の多忙化が指摘されてもいる．とす

るとこうした状況では，教員たちが道徳の時間に対

してネガティブな関心をもちかねないことも事実で

あろう．小・中学校で学級を担任するすべての教員

が，その専門’性を意識することの少ない授業を，週

に１時間・年間35時間毎回新しい内容として取り

組まなければならないからである．あるいはたとえ

道徳教育，とりわけ道徳の時間の重要'性を認識し，

また学級を担任する中でその価値を理解していると

しても，多忙な業務の中で道徳の時間を思うように

実施できていない教員も少なくないかもしれない．

その結果，全教員が各自で関心をもって取り組むこ

とを期待された道徳教育，とくに道徳の時間が，社

会情勢や学校教育システムの変化によっていまや骨

抜きにされようとしている．「教育再生会議」（平成

18-20年）が危倶していたのは，道徳の時間をめぐ

るこうした現実であったといえる．

おそらく現在の学校における道徳の時間では，道

徳の時間を教員個人の力量と努力に全面的に委任

し，もっぱら各々の授業をより意義と裏づけのある

ものたらしめる方略だけを求めることには限界があ

る'2'．それゆえ道徳の時間についてより実効的な実
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施方略が検討されなければならないとするならば，

その場合には当の方略は，上述したような学校教員

をめぐる現在の諸状況を適切に踏まえたうえで構築

されることが必要になるはずである．つまり現在の

学校教育で道徳の時間をより実効的なものとするた

めには，一方で道徳教育としての組織性・計画性・

発展性を重視するとともに，他方では教員個々の負

担をできるかぎり小さくすることを考慮しなければ

ならない．とすると，道徳の時間の実施を検討する

にあたっては，教員やその授業の個別性・閉鎖’性を

ある程度脱却しながら，教員たちの（授業の）あい

だで可能なかぎり共有できる知やスキルを探ってい

かなければならないことになるはずである．

かくして本稿が検討したいのは，秋田大学教育文

化学部附属中学校（以下「附中」と略記）における，

道徳の時間に関するそうした実効的な取り組みの事

例である．附中ではこれまで，道徳部の教員を中心

としながら，道徳教育の充実に取り組んできた．そ

してその中で，道徳の時間という授業の合理的な計

画と実施のために，校内での道徳の授業実践を通じ

て得られた資源，すなわち生徒たちの反応・教員自

身による「振り返り」等の諸資料を，校内のコン

ピュータ・ネットワーク（校内ＬＡＮ）を活用する

ことで蓄積し共有しようと取り組んでいる．そして

この日常的な取り組みにより，学校全体でより客観

的な妥当性が認められる道徳の時間の実現を図ろう

とすることが，結果的には授業に関わる各教員の負

担の軽減にもつながろうとしている．各教員個人の

知恵と力量および努力をできるだけ結集し，それを

校内で蓄積・共有化することにより，現代社会が学

校教育に課している要請をそれとして受け止めたう

えで，より意義のある，そしてより効率的な道徳の

授業の実践が模索されているのである．そこで本稿

は，以上のような特徴ある取り組みを進めてきてい

る附中の試みをひとつのモデルケースとして，現在

の学校において道徳の時間を構築するための技術論

的・方法論的な検討を行いたい．

以下では，附中の道徳教育において，上記のよう

な道徳の時間に関する取り組みが設定されるにい

たった背景をまとめ（１節)，その実践の具体的な

構成を検討し（２節)，その評価を適切に行うとと

もに，今後の発展に寄与する課題について掘り下げ

る（３節)．以上を通じて，今日の学校教育をめぐ

る状況において，学校単位で取り組みが可能な，道
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徳の時間の合理化に関する一定程度の知見が得られ

るにちがいない．

１．道徳の時間の充実化：取り組み開始の経緯

（１）教員による「振り返り」蓄積活動の実施

附中全体における平成２１．２２年の研究主題は「開

かれた個の学びの構築」であり，研究副主題が「問

いを練り上げ,問い直しを促す指導を問う」である．

具体的には,授業における生徒による初発の「問い」

とそれをさらに深める「問い直し」のあり方を主な

課題として，各教科・領域での研究を進めている．

そして附中道徳部（各学年２名・計６名の教員によ

る構成）では，こうした全校の研究主題を受け，研

究主題を「共に考え，共に悩み，よりよい生き方を

求めようとする力をはぐくむ指導」に設定した

ここで，附中道徳部の現在の研究主題が，全校の

研究主題である「問い」と「問い直し」にどのよう

に結びついているかについて触れておきたい．そも

そも道徳の普遍的な課題である「よりよく生きてい

く」（村井1967,15）ことのためには，生徒たちが

多様な視点のもと〆道徳の諸問題について深く考え

悩みながら，過去の自分を省みていくことが重要で

あろう．つまり「よりよく生きていく」ことは，生

徒たちが自分自身のあり方と行動を問い，また問い

直していくことに直結しているはずである．そこで

道徳部では，平成１８年度より，生徒たちが道徳の時
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間における学習で書く「振り返りシート」（下の【資

料l】を参照）を，３年間を通じたポートフォリオ

として各自「道徳ファイル」に蓄積することにより，

過去の自分自身を省みる「問い」の機会を意図的に

設定したり，省みる場面から新たな「問い直し」を

練り上げたりすることができる学習体制を整えた．

学習上のこうしたフィードバックを継続すること

で，道徳の時間に口頭で意見発表する機会がなかっ

た生徒でも，発表するという形とは別の形で授業を

作り上げているという満足感や自己存在感を味わう

ことができると考えてのことである

以上で概観したように，附中の現在の研究主題で

ある「問い」と「問い直し」のシステムは，もちろ

ん生徒の学習における視点から構成されている．た

だこのシステムは，さらに教師の学習指導に向けた

｢問い」と「問い直し」に直結する視点を提供する

ことになる．以下では，このような見方が確立し，

道徳部が現時点で試行している教師の「問い」と「問

い直し」に至る経緯について述べたい．

まず第一段階として，先述の通り，平成１８年度に

始まり現在も引き続き行われている，生徒の道徳の

時間の振り返りをポートフォリオとして「道徳ファ

イル」に蓄積する活動が挙げられる．このような教

員によるみずからの道徳の時間の準備，実施および

フォローという一連の流れは，道徳の時間の授業実

践に向けられる，「問い」のひとつの姿であると考

凶し幻七
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えることができるだろう．（この取り組みは現在も

道徳の時間を担当する全学級担任によって実践され

ている.）

また第二段階として，生徒が道徳の時間の終末で

書いた「振り返りシート」の内容を授業者がピック

アップしてＢ５版のプリント１枚にまとめ（当該道

徳の時間に発表する機会がなかった生徒を中心に行

う），次時以降の道徳の時間にフィードバックする

ことが挙げられる．この活動は，学級担任１２名のう

ち道徳部に所属する６名の教員を中心に，平成21年

度から実施されている．これも授業者からすると，

みずからの授業実践への「問い」の一部でありうる

そして，以上の取り組みと同時進行のかたちで，

第三段階の試みが試行されている．すなわち，各教

員がみずからの道徳の時間の授業実践について「振

り返り」をまとめ，それを道徳部の手で校内ＬＡＮ

に蓄積・共有化するという取り組みである．これは

平成20年度より努めている道徳主任が提案したもの

であるが，その背景には教員も生徒たちとともに考

え，ともに悩みながら道徳の時間を作り上げていく

ことが（これは道徳部平成22年度の研究主題と合致

する),教員自身がみずからの授業実践に対して「問

い直し」を行うことにつながる，との論理があった

この提案は道徳部において承認され，やはり道徳部

に所属する６名の教員が自身の授業実践についての

｢振り返り」を蓄積している現在である．

すなわち平成22年度の道徳部において目指された

のは，さまざまな手法を駆使し，フォローまで含ん

だ授業が教員による生徒たちへの問いかけ＝｢問い」

であるとするならば，そうした問いかけ＝「問い」

と同時進行で行われる，その問いの意味や意義，あ

るいは成果を教員みずからが新たな視点のもとで冷

静に・虚心坦‘懐に省みる過程＝「問い直し」なので

ある．ここで注目したいのは，教員が自身の授業に

ついて「振り返り」を蓄積する活動が，こうした教

員の授業実践それ自体に対する真塾な「問い」およ

び「問い直し」の結果であることである．つまり以

上の取り組みは，道徳の時間の一般的なねらいが生

徒たちに「よりよく生きていく」ことを考させるこ

とであるとすれば，その道徳の時間を「よりよく」

したいという，教員の授業改善に対する純粋な意欲

からのみ生じてきたというべきである．

8２

(2)道徳の時間の充実化と校内ＬＡＮの活用の経緯

以上に述べた教員による自身の授業実践に対す

る「振り返り」の蓄積について，内容に関しては本

稿２で詳述するとして，ここではあらかじめその

活動の方法論的な成立要件に言及しておきたい．教

員によるみずからの授業実践の「振り返り」が，基

本的には校内ＬＡＮ上に電子記録として蓄積され，

誰もが閲覧・プリントアウトなどができるように共

有化されているシステムについてである(3)．

国は２１世紀に本格的に要請される高度情報通信

ネットワーク社会の形成を目指し，「e-Japan重点計

画」（平成１４～17年）を策定・実施した．（この施策

は現在「ＩＴ政策パツケージー2005-世界最先端の

IＴ国家の実現に向けて」に移行している.）この

｢e-Japan重点計画」における５つの重点政策のひと

つが，「教育及び学習の振興並びに人材の育成」（内

閣官房・ＩＴ戦略本部2001）であった公立小中高

等学校等ではこの方針に基づき，高速インターネッ

トへの常時接続，またＩＴ授業を行う「新世代型学

習空間」の実現が目指されるとともに，校内ＬＡＮ

の整備も進められた．附中の校内ＬＡＮも，以上の

国の施策を受けて成立したものである．

さて，そもそも国が公立学校に校内ＬＡＮを整

備することによりねらっていたのは，文部科学省

(2010）の「教育の情報化に関する手引」によれば，

もっぱら「校務の情報化の推進」であったと考えら

れる．その活用法も実際多岐にわたるが，校務に使

用する文書のデータベース化や児童・生徒の成績処

理等により，業務を効率化して教員の負担を軽減す

ることで，学校全体における教育活動の質の改善が

意図されている．

ただその一方で，各学校は校内ＬＡＮを児童・生

徒に対する教科指導と密接に関連した活動に活かす

ことも可能である附中道徳部は平成15～17年度

に，校内ＬＡＮにおいてひとつの取り組みを実施し

ている．これは，教員が道徳の時間を通じた各生

徒の道徳的価値の深まりを判断し，その評価をｌ～

４の数字でレーダーチャート形式に記録するもので

あった．そのために，附中校内ＬＡＮに設置された

研究部のフォルダ内に道徳部のフオルダが作成さ

れ，レーダーチャート式の「評価シート」ファイル

のフォーマット，および記入済の評価シートが納め

られていた．この取り組みは道徳の時間における評

価と指導の研究として行われたものであり，その点
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からもこの場合関係教員により諸情報を蓄積・共有

し，また自由にダウンロード・アップロードが可能

な校内ＬＡＮの活用がもっとも望ましかったのであ

る〆

しかし平成１８年，附中道徳部は道徳の時間におけ

る生徒の学習の評価・指導をレーダーチャート形式

のシートで行う試みを取りやめた．平成１７年度まで

の評価記録の蓄積が生徒への指導に活かされていた

のか，またそもそも道徳の時間における生徒の評価

を数値で行っていいのかといった疑問が解消できな

かったからである．このような事情から，道徳の時

間での授業実践に関わる校内ＬＡＮの活用は，平成

18年から同20年まで途絶えることとなった．

そうした中，新しい研究主題が設定された平成２１

年度からは，附中道徳部は校内ＬＡＮを新たな目的

のもとに活用することになった．それが，道徳の時

間の「振り返り」を，生徒の学習および教員の授業

実践の両面にわたって校内ＬＡＮに蓄積・共有化す

る取り組みである．

平成20年度以前の附中道徳部においては，教員に

よる自身の授業についての「振り返り」蓄積活動に

類似した実践は皆無であった．ただしまったく別の

趣旨であっても，かつて道徳部において校内ＬＡＮ

を授業実践・研究に活用するという方法論的な取り

組みがなければ，現在行われている教員による自身

の授業の「振り返り」蓄積活動も発生･定着しなかっ

たかもしれない．その意味では,現在の「振り返り」

蓄積活動にとって，附中とくに道徳部において授業

実践・研究と校内ＬＡＮとの関連づけがすでに成立

していたことは幸いであったというべきであろう．

2．取り組みの構成

（１）「授業積み重ねシート」の構成

教員がみずから実践した授業についてまとめ，校

内ＬＡＮ上で蓄積・共有されている「振り返り」で

あるが,これは現在のところ,「授業積み重ねシート」

というフォーマットを使用して行われている（次頁

の【資料2】を参照)．

この資料２からもわかるように，当該シートは現

在のところ,①｢授業実施学級｣,②｢扱った資料名｣，

③「授業実施月日｣，④「授業における主発問｣，⑤

｢生徒からの意見．考え｣，そして⑥「教師による所

感」といった項目を主として構成されている．以下

では,授業積み重ねシートの記入手続きを提示する．

第33号2011年

授業実施後，まずは①授業実施学級，および③授

業実施日を記入する．授業実施日覧の下の備考欄に

は，授業を実施した学級および月日に関してとくに

考慮すべき事情等を記入することができる．

次に，実施した授業に関する基本情報として，②

扱った資料名，および④授業における主発問を記入

する．附中では，道徳の時間の「年間指導計画」に

｢資料名」はもとより「主発問」まで記載している．

通常はこれらをそのまま記入することになるが，道

徳部で授業展開が練り直された場合には，年間指導

計画のものから修正された「主発問」となる場合も

ある．そうした変更等の情報については，前述の備

考楠に記録する．

そして，④の主発問に関連して寄せられた⑤生徒

からの意見．考えについて，その主立ったものを記

入する．これは,先述した生徒用の｢振り返りシート」

(【資料l】）にある「授業の中で感じたこと，考え

たこと，ゆれ動いたわたしの考え」の欄からの転記

となる．生徒たちの意見等についても特記すべき事

項があればそれを同欄右の備考欄に記入する．

さらに，以上の⑤生徒たちから寄せられた意見．

考えをもとに,教員は⑥教師による所感をまとめる．

｢教師による所感」の内容は，現時点では当該授業

に関する反省が主となっている

さて，形式的な事項は別として，附中道徳部が

シート作成および蓄積の上でとくに重視したかった

のは，④授業における主発問と⑥生徒からの意見．

考えである．というのも道徳部としては，（ア）生

徒による当該道徳の時間の「振り返り」が「主発問」

と密接に関連しているという実態があることが確認

され，また（イ）道徳の時間における教師の実践を

具体的にわかりやすく，かつリアリテイが感じられ

るように記録しておくことが，授業改善上重要であ

ると考られたからである．いずれにしても「授業積

み重ねシート」の作成・運用の取り組みが，生徒た

ちの学習のために道徳の時間の授業実践をよりよく

していこうとする，教員自身によるみずからの授業

に対する「問い直し｣，つまり道徳の時間の授業改

善を第一の目的としていたことはここでも明記され

るべきである．

(2)｢授業積み重ねシート」を軸とした道徳の時間・

授業改善のフローチャート

前項に述べたような道徳の時間「授業積み重ね
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【資料２】

３年Ａ組

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

ともある．ただしその場合も，資料および「振り返

りシート」については通常と同様の取り扱いとなる

次に，各学級担任による道徳の時間の授業実践が

終了した後，道徳部員は当該授業で生徒たちが記入

した「振り返りシート」の内容を，Ｂ５版のプリン

ト，枚にまとめる．前述のように，この際発表する

機会がなかった生徒のものを中心にまとめるよう配

慮する．このプリントは，各学級担任に学年全体の

生徒の状況としてフィードバックされ，次時の道徳

の時間の導入部等で有効に活用できるようにしてい

る．また，必要に応じて生徒たちにも配布すること

で，他の生徒たちの考え方を知り，生徒自身の学習

を充実させる機能を担保する．

シート」は，各学年２名ずつ・合計６名の道徳部員

によって実践されている．この６名の道徳部員は，

週１回，時間割に組み込まれた道徳部会をもち，全

校で実施される道徳の時間に関する資料提供ととも

に，前述のような記録を残している．

具体的には，まず第一に，年度当初に定められた

年間指導計画と道徳部会での話し合いを受けて，各

学年の道徳部員が授業で使用する資料（読み物資料

が多い)，生徒向けの「振り返りシート」などを準

備し，各学級担任に配布する．なお道徳部では，各

学年部会,特別活動部会や生徒指導部会等と連携し，

それぞれの学年や学級の生徒の実態およびカリキュ

ラムの実現状況等に即した道徳の時間を計画するこ
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資料名：二人の弟子 ８月２５日(水）

主
発
問

○「智行が純白の白百合を見て、涙が止まらなかったのはな

ぜだろう｡」

※備考

夏休み明け初回

生
徒
か
ら
の
意
見
、
考
え

･自分と道信の行いをくらべると、行いは道信の方が黒いけ
れど、心の中は自分の方が黒いと思ったから。

･道信を許すことができなかった自分が悲しかったから。
･自分はまじめに頑張っているのに、今さらやってきた道信
にいらだっていたことが、上人に認めてもらえず、沈んで
いた気持ちの中で咲いていた一輪の純白の白百合を見て、
この花と同じように自分も孤独だと気付いたから。

･道信はまちがった道に進んだのに、もう一度やり直したい
と思うのは、今まで一生懸命修行に励んできた知行にとっ
ては考えられないと思います。また、そう思った自分の心
の小ささや醜さを１本でも輝いている白百合に投影したの
だと思います。

･昔は一緒に頑張ってきた仲だったので、道信を責めた自分
をよくないと思ったから。また、道信を責めた自分が汚れ
ていると思ったから。

"上人様のように道信を許せない自分と道信を責めてしまっ
た自分に気付いたからだと思います。
･心を入れ換え、自分自信を見つめ直して帰ってきた道信を
認めてあげられず、相手を責めたり怒りの気持ちをもって
しまった自分の醜さが純白の白百合を見たことで、より一

層感じられたから。
.たとえ道信が途中で逃げ出していても、昔一緒に厳しい修
行に励んでいた仲なのに、上人様に道信を受け入れない方
がよいと言った自分の心と純白の白百合を比べて悲しくな
ったから。

･上人様のようにきれいでやさしい気持ちで道信を迎えるこ
とができない自分が悲しかったから。
･自分は一生懸命修行してきたつもりだったけれど、道信の
気持ちを理解してあげられなかった自分の心の貧しさのよ
うなものを感じたから。
･道信をよく思えない自分がいることに気付いて泣いたのだ
と思う。
･道信を責めた自分の心のよくない部分に向き合ったから。

※備考

所
感

◎反省点

発問は「道信ｊの視点からと「智行」の視点からに分けて行った。道信の追体験は

生徒にとってやさしいので、それをふまえた上で智行の視点にもっていくことが望ま

しい。しかし、５０分の中で展開するのは時間的に厳しいものがあった。２時間扱い

にしてもいいだろう。
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そして以上のプロセスとほぼ同時進行で，授業を

実施した道徳部の各教員は「授業積み重ねシート」

に,自身の授業実践についての記録を作成していく．

とくに「生徒からの意見，考え」欄には，道徳部員

がまとめたＢ５版のプリントをもとに，可能なかぎ

り多くの生徒による「振り返り」を記録する．その

際，生徒の振り返りの内容は，授業者が設定したね

らいに迫ったものだけでなく，ややねらいからずれ

ていると見られるものも記載するように配慮してい

るまた，当該授業において特記すべき事項がある

場合には，これを備考欄に記入する．

さらに道徳部員は，以上の作業をうけて，「授業

積み重ねシート」の「教師による所感」欄に，授業

を計画に沿って展開することができた理由やねらい

に近づけなかった反省等を記入する．以上で当該授

業に関する「授業積み重ねシート」が完成するの

で，これを校内ＬＡＮ上の道徳部のフオルダにアッ

プロードし，保管する．

以上のプロセスが繰り返されることにより，道徳

の時間の授業実践記録が蓄積される．

3．「授業積み重ねシート」を軸とした道徳の時間

の授業改善の成果と課題

(1)成果

①教師のスキルアップ

本稿「はじめに」で述べたとおり，道徳の時間は

｢学校教育法施行規則」により，原則として学級担

任が自身の学級のみで授業を行う．これは文字通り，

どのような立場教員であれ週１時間・年間35時間を

超えた授業実践の機会をもつことができないことを

意味する(41.したがって道徳の時間は，いわばつね

に“一発勝負”の授業実践とならざるをえないので

ある．教員の道徳の時間に関するスキル（および関

心）がなかなか向上しないことの要因として，この

ように教員にとってそもそも道徳の時間を指導する

機会が少ない現実が挙げられるだろう．だからこそ，

授業時数がきわめて限定されている道徳の時間にお

いてはとくに，生徒の「振り返り」はもちろん，そ

れと対応した教員の授業実践に対する「振り返り」

の記録をも蓄積・共有化し，資源として活用するこ

とには意味がある．すなわち教員が，こうした一連

の活動を通じて道徳の時間に関する「問い直し」の

機会を得ることで，自身の実践的な指導力に磨きを

かけ，ひいては生徒たちに対するより質の高い道徳

第33号2011年

の時間を提供することが可能になるはずだからであ

る．

附中における「授業積み重ねシート」を軸とした

授業改善の試みは，以上のような見通しのもとに行

われてきた．それでは，その取り組みによるスキル

アップの成果は，現在どのようなかたちで現れてき

ているだろうかここでは，附中において学校とし

ての組織的・継続的な改善を図ること等のために毎

年実施されている，教師による「学校評価」（教員

全員が各分掌についてチェックを行う）の平成22年

度版を参考資料として，当該「評価」における道徳

教育全般に対する結果から，「授業積み重ねシート」

を軸とした授業改善の成果を検討してみたい．

附中における「学校評価」では，「道徳教育」項

の評価内容は４つの下位項目に分かれ，それぞ

れ１（最低）から４（最高）までの点数を集計して

平均をとっている．このうち道徳の時間に直結する

下位項目は３つであるが，道徳教育の「全体計画」

を中心とする残りの下位項目とあわせると，平成２１

年度度の評価から016ポイント上昇している．ただ

この結果とあわせて注目したいのは，自由記述欄で

の教員たちからの声である．以下に一部抜粋してみ

たい．

．～学校として道徳教育を大切にしようとする雰囲

気ができている．日々の授業を地道に積み重ねる

ことに今後も取り組んでいきたい．

･ここ数年の取り組みには一貫性が感じられ，本校

教員にとってもよい勉強の機会となっている．

「授業積み重ねシート」を軸とした授業改善の取

り組みは，以上のようにまだかならずしも直接的な

スキルアップの効果を生んでいるとはいえない状況

にある．ただし道徳部を中心としたこれらの取り組

みが，附中全体の道徳教育としては数字的にも教員

の実感としても一定の成果と認められていることの

証であると見なしてよいであろう．こうした環境改

善の効果を背景として，取り組みの継続によってス

キルアップの成果が徐々に現れていくことが期待さ

れる．

②合理化

「授業積み重ねシート」を軸とした試みによるも

うひとつの成果として，さまざまな種類の記録の蓄

積・共有化が，道徳の時間の指導における合理化に
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つながることについて触れたい．（なおここでいう

｢合理化（rationalization)」とは，現代社会におい

て想起しやすい「能率化･効率化」とともに，「(道）

理に適ったものとすること」という言葉本来の意味

でも使用する.）

道徳の時間に関連して集められた各種の記録は，

校内ＬＡＮの道徳部フォルダに蓄積されていること

から，これらは校内の全教員が閲覧，ダウンロード

およびプリントアウトできる状況にある．今後諸記

録の蓄積を重ねてゆけば，それ自体道徳教育全般に

関する共有資源として充実を図ることができるはず

である．とりわけ道徳の時間の授業実践について，

主発問とそれに対する生徒たちの反応，および生徒

の反応を受けた授業者自身の「振り返り」の蓄積は，

のちに同一の資料を用いて授業を行う教員にとって

貴重な共有資源となるにちがいない．

現在のところ，多くの学校で実践されている道徳

の時間では，教科書会社等が作成したいわゆる副読

本を用い，読み物資料を中心に指導が進められる．

(附中でも同様である.）そしてそれらの副読本には，

通常同一出版社が編集した「指導書」が付属されて

いる．しかし，そうした指導書に例示されている授

業展開は，かならずしも特定の地域におかれ特定の

文化を背負った学校や，それぞれ異なった背景と性

格・行動傾向をもつ多様な生徒たちの実態に合わな

いことも多い．だからこそ各学校の教員は，道徳の

時間のそれぞれの実践を，当該学校の道徳部で独自

に策定した「年間指導計画」に適合させるとともに，

目の前の多様な生徒たちの実態を把握したうえで行

わなければならないのである．

そうした現実を踏まえると，校内ＬＡＮを使用し

て「授業積み重ねシート」を軸とした道徳の時間の

諸資料を蓄積・共有化することは，当該学校に在籍

する特有の地域文化的な背景をもった多様な生徒た

ちに対して効果的に道徳の時間を進めるための，き

わめて貴重なヒントのプールとなるはずである．そ

して共有資源を能率的に活用すること自体，教員の

負担の軽減につながるであろう．

また，道徳の時間に関連した「授業積み重ねシー

ト」他の諸資料を蓄積・共有化することは，各教員

の道徳の時間の授業実践をいっそう理に適ったもの

とすることに寄与するはずである．

道徳の時間は，先述のように原則として学級担任

が自身の学級でのみ実践するため，個人で授業のス
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キルアップを果たすことがかなり困難である．そう

した道徳の時間の授業実践にとって，校内ＬＡＮに

｢授業積み重ねシート」を軸とした道徳の時間の諸資

料が蓄積・共有化されていれば，それらの諸資料＝

資源を適切に参照することにより，各教員が自身の

授業を独善的に構築する危険性を低くすることにも

つながるであろう．

もちろん，校内ＬＡＮに蓄積されている諸種の資

料が絶対的な正しさや価値を保証するものではな

い．とくに「授業積み重ねシート」を参照しながら

も，すでに実践された授業について疑問があるので

あれば，その場合には修正された，もしくはまった

く新たな実践が生まれることもあろう．だがむしろ，

こうした事態にこそ諸資料を蓄積し共有化する意味

がある．すなわち，ときにまったく新たな視点を

もった実践の資料もそれ以前のものと同様に蓄積・

共有化されることで，さらに多くの教員による彫琢

作業を受け付ける状況になるのである．こうして多

くの実践が，時間とともにそれらの資源としての妥

当性･価値を高められることになるはずである．「合

理化」という視点からすると，道徳の時間に関連し

た「授業積み重ねシート」他の記録の蓄積・共有化

することは，個々の教員の枠にとどまりがちな道徳

の時間の授業実践を，多くの教員たちの目によって

いっそう理に適ったものとする活動につながるはず

である．

とはいえ，以上のような取り組みを実践していく

ためには，結局のところ前提として，多くの教員に

よる相互協力と教員どうしの信頼関係といった雰囲

気面・情緒面・信条面での要素が重要であることは

疑いない．現在の附中職員室では，多くの教員に道

徳部の取り組みの意図や方向性，その実施方略等が

適切に理解されているといえる．（このことは，前

述の「学校評価」の結果からも見て取られるであろ

う．）このような「同僚性」の高さが，つまるところ

附中の取り組みにおける前提のひとつであるともい

えよう．

(2)課題

①多忙さの要因

学校教員の日常業務は，学級経営・教科指導は当

然として，校務分掌，部活動の指導，日々の生徒指

導やカウンセリング等，年を追うごとに増加してい

るかに映る．（附中ではこれらにさらに，入試業務

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要
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や教育実習生への指導等が加わる.）そうした日常

の中で，道徳の時間についての諸資料を記録してい

くことは，当然ではあるが教員の多忙さに拍車をか

けることになる．

附中における取り組みでは，校内ＬＡＮ上に記録

を残す作業自体は実際にはそれほど時間がかかるこ

とではない．次時の授業準備の一環としてこれまで

行ってきた作業に，多少の追加負担が必要なだけで

ある．この点ではむしろ，教員が自身の実践の意義

をより適切に整理することで得られる利益のほうが

大きい.それよりも直接的な負担になっているのは，

校内で共有資源となりうるような妥当性をもった・

価値ある記録として蓄積するために，教員が各自の

道徳の時間についてそれなりの準備をして実践にあ

たらなければならないことのほうかもしれない

「授業積み重ねシート」他の諸資料を記録してい

くことは，たしかに短期的に見れば各教員の負担増

を引き起こすことは否定できない．物理的に限られ

た時間の中で道徳の時間だけに特別に配慮すること

で，その他の教員として大切な業務がおろそかに

なっては意味がないことも当然である．ただだから

こそ，それら蓄積された諸資料が校内の共有資源と

して相互に効率的に活用できれば，しかも緊張感を

伴って妥当性と価値が一定程度保証された信頼でき

る資料として授業実践に用いることができれば，こ

のことは中・長期的に見るとかならずや教員の負担

軽減につながるものであると考えられるそうであ

ればなお，現在の蓄積・共有化システム自体をより

能率よく運用できる方略を検討しつづけていかなけ

ればならないだろう．

②蓄積・共有化すべき資料の吟味

現在校内ＬＡＮに蓄積・共有化している資料は，

道徳の時間の授業実践に関する「授業積み重ねシー

ト」が主である．だが蓄積・共有化すべき資料とし

てこれだけで十分であるのか，また当該シートの形

式が現行のもので適切であるのかについては，今後

検討をつづけなければならない．

教員の道徳の時間の指導における負担を少しでも

軽減するためには，また道徳の時間をより妥当性と

価値の備わった実践とするためには，道徳の時間で

実際に使用する各種資料を蓄積・共有化することが

有効であろう．そのため具体的には，（簡単な）指

導案，読み物資料の資料分析，生徒向け配付資料，

黒板への掲示物等を蓄積・共有化することを検討し
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たい、とくに指導案と資料分析および掲示物は，各

教員の指導のスキルアップにとって大きな手助けに

なると考えられる．

また「授業積み重ねシート」についても，記載す

べき事項に見直しが必要とされるかもしれない．と

くに現行のシートには資料についての記載があるの

で，これに「ねらい」および内容項目をあわせて記

入し，「主題名」を端的に把握できる形式とする修

正を検討したい．

おわりに：結論的考察と今後の課題

近代の教育学は，たしかに一方で何であれ「ど

う教えるか」という技術的問いに答える学問，す

なわち「教授学（didactics)」をひとつの柱I5lとし

て成立したといえよう．コメニウスの『大教授学』

(Comeniusl633-38）がその象徴である．コメニウ

スは，「あらゆる人にあらゆる事柄を教授する普遍

的な技法」（Comeniusl633-38,20）の探索を行っ

たその内容の当否に関する判断は措くとしても，

コメニウスはそうした目的をもつ教授学を探求する

ことによって，「教授する者あるいは学習する者に

少しも苦痛や嫌悪の気持を抱かせることがなく，か

えってその両方にこの上もない楽しさを感じさせ

る」（Comeniusl633-38,20）ことができるとの信念

をもっていた．

以上のような目的をもつコメニウスの試みの意義

は，現代日本の学校教育を取り巻く諸状況に鑑みる

とき，道徳の時間においても，あるいは道徳の時間

においてこそ再確認されるべきである．つまり，生

徒＝学習者中心の授業をつくることは当然である

が,同時に授業者である教員にとっても，週１時間・

年間35時間しかない道徳の時間の実践に対して及び

腰になることなく，むしろその実践に積極的に．自

信をもって取り組むことのできる授業の構築が求め

られるからであるそしてそのために，道徳の時間

に関わる「普遍的な技法」が必要とされているとい

えるのである．

とはいえ，多くの教員が共有できるような授業実

践用の諸資料を集積する取り組みは，これまでも道

徳の時間にかぎらず，また公的・民間を問わず積極

的に行われてきたといってよいだろう．そしてその

徹底されたかたちを，向山洋一を中心とした「教育

技術法則化運動」に見ることができる．向山（1999）

はその運動の基本理念を「全国の優れた教育技術．
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方法を集めて，全国の教師の共有財産にしていく」

(86）ことにおいていたこうした教育技術法則化

運動は，道徳の時間についても積極的に取り組み，

その成果を著作やウェブ等で公開している．

しかし「教育技術法則化」運動のような授業実践

のための共有可能な情報リソースの提供は，一歩間

違うと教育現場に手抜きの．その場しのぎの技術論

の蔓延を生みかねないのではないか．こうした危倶

は，同運動が始まってからつねに唱えられつづけて

きた（『ひと』編集委員会編１９８９；岡崎他1988)．

ことに教員に学習指導上の「実践的指導力」が強く

要求されている現代においては，“すぐに役立つ”

技術・方法の，いわば理念なき“つまみ食い”が横

行しないともかぎらない．柴田（2010）は，教育技

術法則化運動がはらまざるをえないこうした危険性

を指摘し，授業が「個々バラバラの手法（発問とか

指示)の寄せ集め｣であってはならないと説く(219)．

何のための技術であり，手法であるかというこ

とを，そんなに軽く考えてよいものだろうか．教

育技術は，つねに全体としてそれが何をめざすも

のであるかが問われねばならず，その目的に照ら

して個々の手法にどのような意義があるかが評価

されるのではないか．（柴田2010,219）

その意味では，前述の「e-Japan重点計画」にも

とづく一連の取り組み，たとえば教育情報ナシヨナ

ルセンターや各都道府県の教育センターのシステム

等における指導案等の集約も，同様の危険性を懐胎

せざるをえないとも考えられる．むしろそうした取

り組みには,教育技術法則化運動に見られるような，

提案された教育技術・方法に対して多くの教員が行

う検討・吟味＝「検証」の機能がセットされていな

い．このことからすると,国や地方公共団体が設置・

運用する教育情報提供サービスは実施主体側の一方

的な情報公開にすぎず，そこに集約される技術・方

法もまた結果的に玉石混清である可能性が高い．こ

れではむしろ，それらのシステムが目的とする授業

の改善や効率化とは逆行してしまうであろう．

さらに教育技術法則化運動にせよe-Japan重点計

画にもとづく学習指導技術・方法のデータベース化

にせよ，いずれにしてもその性質からして，活用し

たい学校･教室に固有の諸状況を勘案しようがない．

とすると授業実践において「普遍的」でありうるの

8８

Iま，実際には細かい技法のみであって，１時間の授

業実践の改善は結局のところ，各教員の創意工夫任

せになってしまう．こうした事態は，各教員が道徳

の時間の改善に真筆に向かう態度を後押しするとし

ても，やはり現代社会の学校で実践される道徳の時

間に求められるような合理化の実現を支援しうるよ

うには見えない．

本稿で検討した附中道徳部の取り組みには，以上

のような思潮と比較考量することでいっそう，その

高い意義と可能性を確認することができる．その意

義と可能性は，もっぱら２つの要素から成り立って

いると考えられる．ひとつは学校という組織単位で

道徳の時間の授業改善に対する取り組みが行われて

いることであり，もうひとつは「合理化」というこ

とばがもつ２つの意味の両立を目指した試みである

ということである．

すなわち，附中が自前の校内ＬＡＮを介して道徳

の時間に関する諸資料の蓄積・共有化を日常的に進

めている取り組みは，「普遍的な」技術・方法を求

める際に陥りがちな前述の危険性を，一定程度低減

する機能を内蔵しているにちがいない．当該学校の

内部に限定される取り組みでは，たしかに全国規模

での「追試」といった検証体制，およびそれによっ

て得られる「普遍的な」諸資料を望むことは難しい

であろう．しかしその一方で，学校単位での取り組

みにおいてこそ，またその場合にのみ，あるひとつ

の道徳の時間についての技術・方法であっても，日

頃から顔をあわせ，生徒との対応を行っていること

が見える教員どうしの範囲で，当の学校および地域

等の実情に即した検討が行われうるのである161．

平成20年に改訂された「学習指導要領」では校

内の道徳教育実施体制に「道徳教育推進教師」を位

置づけることが新たに求められた．その決定の背景

には，学校教育，とくに道徳教育では，やはり多様

な地域文化とそこから通ってくる生徒たちへの配慮

が不可欠であることの認識が進んだという事情もあ

る（永田・島2010)．こうした意味では国もまた，

道徳教育の充実にとって，教育情報ナシヨナルセン

ター等による教育技術の国家的な集約と同時に，各

学校という単位でのきめ細やかな取り組みが重要

であることを認めてきているのであろう（押谷他

2010)．かくして附中における道徳の時間に関する

取り組みは，結果的には生徒たちにとっての学習上

の利益にいっそうつながるような授業改善を生み出
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す可能性を秘めた，ひとつの好例にもなりうるもの

である．

ただし附中の取り組みは，上に述べたような理に

適った授業構築を可能とするという意味でのみなら

ず，各教員における道徳の時間の準備を効率的・能

率的なものとするという意味でも，校内の道徳教育

における二重の合理化を進めることに寄与するはず

である．

すなわち校内ＬＡＮを使用して道徳の時間の授業

実践に関する諸資料を集約的に蓄積・共有化するシ

ステムは，もちろん当初は生徒たちの学習に対する

配慮から始まったしかし道徳の時間を企図し実践

する教員の側から見た場合，この同一の試みが同時

に，教員自身にとっても「少しも苦痛や嫌悪の気持

を抱かせること」がなく，むしろ「この上もない楽

しさを感じさせる」（Comeniusl633-38,20）ものと

なる可能性は大いにありそうである．優れた授業実

践を校内で共有し，その帰結をもとに同僚である教

員どうしでさらにその質を高めてゆくことは，生徒

と教員の双方に利益をもたらす．もちろん，そのた

めの短期的な負担は覚悟しなければならないとして

も，中･長期的に見れば，校内ＬＡＮを活用して種々

の資料を蓄積することで実現する道徳の時間の準備

の効率化・能率化は，ますます多忙化している教員

の日常業務において見逃すことのできない意味を

もっているはずである（文部科学省2010)．

とはいえ，附中道徳部における校内ＬＡＮを活用

した道徳の時間の合理化の取り組みは，実際には緒

についたばかりである．その取り組みはまだほぼ道

徳部に所属する教員に限定されており，全校規模で

定着しているわけではない．ただだからこそ，今後

もこの取り組みに関わる教員に異動がある中で，附

中ならではの道徳の時間を合理的に実践するシステ

ムがどのように機能しつづけ，また改良されてゆく

のか，またそのプロセスにおいて生徒たちの学習お

よび教員の授業準備・実践にどのような変化が現れ

たか等について，時間をかけて検証・評価してゆく

必要があるであろう．校内ＬＡＮを活用し，「授業積

み重ねシート」を蓄積・共有化するという道徳の時

間の日常的な授業改善が，附中全校での取り組みと

して実現することを目指しながら，上記の課題につ

いては今後も引き続き研究の対象としてゆきたい

く了〉
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【注】

（１）たしかに，教員が教育活動を行うかぎり，それ

はすべて道徳教育であるとする論理も成り立ちう

る（宇佐美1987,10)．だが授業としての道徳の

時間と他教科のそれとを比較すれば，道徳の時間

の専門家などほとんどいないことは明らかであ

るまたこのことは，みずからを道徳の時間（お

よび道徳教育）の専門家と自己認識する教員がほ

とんど皆無であることを意味する．

(2)結局のところ，道徳の時間に関する従来の諸研

究のほとんどが，教員個人の力量と努力に全面的

に依存し，もっぱら各々の授業をより意義と裏づ

けのあるものたらしめる方略だけを求めていたの

であろう．道徳の時間をめぐる従来の実践研究は，

その多くが特定の資料等を使った個別の授業に関

するものか，もしくは授業の基礎となる原理的理

論に関するものであった．より広い立場からの研

究であっても，学習指導要領（の改訂）や中央教

育審議会答申等に依拠しつつ，カリキュラム論的

もしくは学校経営的な充実化をはかる内容が主で

あるといってよい．

これらの研究はたしかに道徳教育の充実・強

化をめぐる要請の必然性が理解された結果である

にしても，学校教育システムの変化に伴う教員の

多忙化や教科的学力を重視する傾向の社会的な強

まりといった，道徳の時間を実施するうえで考慮

に入れざるをえない現在の諸状況を踏まえたもの

であるとはいいがたい従来の諸研究は，こうし

たリアルな状況に向き合って道徳教育を充実させ

ようとするには，あまりに教員個人や各授業の個

別的な対応に任されすぎていたとさえいえるかも

しれない．

(3)附中の校内ＬＡＮは，秋田大学の「情報セキユ

リテイポリシー」（平成１６年６月24日）に基づき，

万全の情報セキュリティ対策を施した上で運用さ

れている．

(4)学校の実態により踏み込んでいえば，学校行事

等との関連から，道徳の時間には週１時間・年間

３５時間すら確保されない状況が発生することもあ
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りうる．

(5)もうひとつの柱は，ヘルバルト（Herbartl806）

が描き出したような「(一般）教育学（pedagogy；

Padagogik)」の試みである．個別的な教育活動

の背後にある（べき）原理を自覚的かつ理論的に

問い直す枠組みがなければ，教育学はやはり「技

術論」（Kantl803）の域を出ないことになろう．

(6)校内のこのような活動は結果的に，今日の学校

教師文化において課題となっている「同僚’性」を

高めることにも寄与するはずである．附中の取り

組みの場合でも，本稿3.(1)．①に述べたように，

ポジティブな効果が現れていることが確認でき

る．
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throughTheClassMoralEducationpracticein

schoolbymakinggooduseofschoolwideLAN

withteachersoftheMoralDepartmentplaying

centralroles・

And,theenhancementofafUrtherimprovement

intheclassesMoralEducationasawholeschool

bytheseeffOrtsｉｓ，asaresult，ａｌｓｏgoingｔｏｌｅａｄ

ｔｏｔｈｅｒｅｄｕｃｔｉｏｎｉｎｔｈｅｌｏａｄｏfeachteacher1s

involvementinclass・

Apolicyfortechnical/methodological

rationalizationforconstructingtheClass

MoralEducationinthecurrentschoolsistobe

discoveredfromthesecharacteristiceffbrtsmade

bytheJuniorhighschool．

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：TheClassMoralEducation,Moral

Education,Improvementofthe

ClassMoralEducation,Rational

classplanningandimplementation，

SchoolwideLAN
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